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第5図　土塊構成と床土の育苗特性
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性に影響をもつようである。

土塊構成を0．5乱視以下の土塊割合で表わし，これと

育苗諸特性との相関を第5回に示した。出芽時の覆土

の持ち上がりは，0．5あれ以下の細かい土塊の割合が高

いほど，多くなるという傾向がみられる。床土の圧密

性を，清水のくり返しによる床土の沈下量で表わし，

土塊構成との関係を見ると∴0．5n苅以下の土塊が多い

ほど沈下量が多くなり，地下部の生育は圧密による悪

影響を受けているようである。

次に，床土の保水性をみるために，1．5葉期以降の

清水を中止し，ロール葉が発生するまでの時間とその

時の土壌水分を測定した。その結果．土壌水分が最大

容水畳のほぼ20～50喀以下になったころにロール葉が

80～100多の面掛こ達することがわかった。一方，滞

水中止後の土壌水分の推移は，土塊構成により差がみ

られた0つまり，0．5m以下の土塊割合が高いほど，

渾水中止115時間後の土壌水分（最大容水量比）が少

なく，保水力が低いとみられる。

このほか，0・5叩以下の土塊割合が高いほど，床土

が清水によって流れやすく，出芽時のぼ水による種子

の宙出が多く，出芽不揃いの原因となる。

4　要　　　　　　約

育苗床土の適応条件としては，これまでの知見に加

えて，砕土の難易，覆土の持ち上がり，清水による床

土の流れと種子の笛出，床土の圧密性，保水性，苗の

生育，苗マットの強度などが関与し，これらのことか

ら適応性の判定には，土佐，p甘，調製床土の土塊構成

の5項目が実用上利用できるとみられる。

土佐は，砕土性，保水性，マット強度，覆土の持ち

上がり程度などから，これまでの知見の範囲を拡大し

て，HC，18，gを除く，SICからSLまでの土壌が

利用できるとみられる。

pHの好適範囲としては，H20検定で4・5～5・5とき

れているが，さらに5．5～dのもののうちKCl検定で

4～5に入るものは．苗生育，苗質およびマット感度

にほとんど支障が認められず，実用範囲に入れてもさ

しつかえないものと考えられる。

調製床土の土塊構成が，育苗適応性に大きく影響し，

0・5m以下の細かい土塊の割合が高まるほど，覆土の

圧密，保水性など各種の育苗適応性が低下し，甫マットの

感度が低下する。これ集の結果から床土の土塊構成は，

8．5月九以下の土塊率50如；＿出吸とみられ砕土過多が適応性

を低下させることになるので，注意を喚起する必要がある。

稚苗育苗における培地土壌と苗の生育に関する研究

第1報　培地土壌の粒径分布、pHと苗の生育について

＊　　　　　　　　＊

′」、林　禰一・小沢　一夫

1　ま　え　が　き

東北南部の太平洋沿岸にそっている福島県浜通りで

は，作期幅が4月下旬からd月上旬まであり，稚苗機

械柏が容易である。そのため今年の稚苗機械柏は水田

作付面椋の約70射こ及んでいる。

この稚苗機械権における培地としては，浜通り地方

では積雪が少ないことから冬期間に未耕地の土壌を採

＊YaichiKoBAYASHI，K8・ZuOOzAWA（福島県農業試験場浜支場）
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取し，利用している0　しかしながら，これまで育苗上

において覆土の持ち上がり，根上り，マット形式の不

良．カビ類の発生等の問題が生じてきた○これらの問

題は培地土壌の理学性に起因する場合が多いと考えら

れる。そのため培地土壌の粒径分布およびpHと苗の生育

について検討し，最適培地土壌の条件を明らかにしよ

うとしたものである。

2　試　験　方　法

供試した土壌は昭和48年の場合，相馬，双葉地方の

山地，丘陵地から採取した土壌8点，49年は砂質土，

粘質土および火山灰土と異なった土佐の土壌を網目4

瓜でふるった土壌に調整し，単一および水田士の混入

割合をかえた土壌並びに人工培土2点を供試した。

品種はトヨこシキを用い，施肥量は播種5日前に成

第1表　土壌調査－48

分で1箱当りN　2，P205　5，K20　2．㌢施肥した。

播種量は乾籾で200才を播種し，電熱育苗器で出芽し

た。なお，48年は無肥料培地も用いて播種した。

供試した種子および土壌は消毒，立枯れ防除処理は

行なわなかった。

5　試　験　結　果

1　土壌の理学性

48年の結果は第1表のとおりで，全般に砂質性に富

んだ。pHは5．0から5．5で，土壌粒径は1加以下のも

のが比較的多い。

49年は第2表に示すように，pHは4．1から5．5，土

壌粒径は48年より1加加以下の粒径分布がやや多い。

容水量は砂質土が少なく，粘賀土，火山灰土の順で多

い。

土　　　 壌

p H 土 壌 粒 径 分 布 （ 重 量 感 ）

土　　 性
無 肥　 料 施　　 肥 ＞ 2 ．0 椚孤 ＞ 1． 0 ＞ 0．5 0 ．5 ≧ 1 ≧

天 明 土 1 5 ．0 5 5 ．2 0 1 5 ．1 4 2 ．9 2 1．5 2 0 ．5 4 2 ．0 1 ■S

ク　　　 2 5 ．5 9 5 ．8 9 5 ．8 5 7 5 2 ス 7 2 鼠 4 5 7 1 L S

ク　　　 5 5 ．7 0 4 ．5 6 1 4 ．8 4 5 ．9 1 鼠 4 2 1．4 4 U ．8 S l

ク　　　 4 6．7 9 5 ．2 5 5 5 ．5 5 8 ．5 1 5 ．9 1 4 ．5 5 0 ．2 S L

成　 田　 土 4 ．5 5 5 ．5 2 2 ヱ 7 5 2 ．4 1 5 ．2 2 4 ．8 5 9 8 も

双　 葉　 土 5 ．8 0 4 ．5 （5 2 鼠 5 5 （）．8 1 5．4 2 6 ．5 5 8 ．ロ S l

新　 地　 土 5 ．8 8 5 ．9 （5 2 ，9 2 5 ．5 5 5 ．5 5 8 ．2 7 5 ．7 工r S

水　 田　 土 占．5 1 4 ．9 5 5 5 ．2 2 1．8 1 4 ．2 5 0 ．8 4 5 ．0 C I J

第2表　土壌調査－49

土　　　　　　　　 壌

p H
容 積 重

（グ／10 〔佃 g）

容 水 量

（m g）

土　 壌　 粒　 径　 分　 布

土　 佐
砂 質 土 粘 質 土

火 山

灰 土
水　 田

人 工

培 土
＞ 2 ．0 ＞ 1．0 ＞ 0 ．5 0 ．5 ≧ 1 ≧

1 0 0

2 5

4 ．7 9 1 14 ．5 4 0 ．7 0 ．4 5 ．2 4 1．0 5 5 ．4 9 4 ．4 S

7 5 5 ．1 5 1 15 ．° 4 2 ．0 4 ．8 10．5 2 8 ．7 5 8 ．4 8 5 ．1 l S

5 0 5 0 5 ．1 2 1 15 ．2 4 5 ．4 8 ．9 14 ．7 5 0 ．4 4 占．0 7 8．4 S IJ

1 0 0

2 5

4 ．1 9 1 15 ．1 4 鼠 8 2 0 ．4 2 5．5 12 ．4 4 5 ．9 5 （～．5 S i C

7 5 4 ．5 9 1 12 ．5 4 8 ．5 1 8 ．2 2 5．4 14 ．2 4 4 ．2 5 8 ．4 S i C も

5 0 5 0 4 ．d O 1 15 ．d 4 鼠 5 1 5 ．9 2 5．1 15 ．5 4 5 ，5 8 1．0 S i C I」

5 0 5 0 4 ．1 8 1 18 ．9 4 8 ．5 1 0．2 14 ．2 2 1．0 5 4 ．8 7 5 ．6 S C

10 0

5 0

5 ．2 9 8 5 ．2 5 R d 2 ．5 1 2 ．9 18 ．7 d d．1 8 4 ．8 S i IJ

5 0 5 ．2 0 9 ス 4 5 4 ．8 1 0 ．8 1 8 ．7 2 0 ．9 4 R d 7 0．5 S l IJ

1 0 0 5 ．2 8 1 0 4 ．2 4 R d 1 8．4 2 4 ．5 18 ．7 4 2 ．4 5 R l C 工」

A 5 ．5 5 8 ム 1 4 7 0 1 4 ．8 2 ヱ 8 2 0 ．0 5 7 4 5 7 4

B 4 ．4 9 8 8 ．5 4 8 ．2 鼠 7 5 0．9 5 2 ．6 6．8 5 R 4

注．容水量はシュプラ一法による。
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これらの土壌に水田土を混入すると砂賀土はpHが高

まり．■＝鷹以下の粒径分布率が低下し，容水量が増加

した。粘質土はpHが高くなるが，粒径分布，容水量に

変化がない○火山灰土は1罰茄以下の粒径分布率が低下

するが，pH，容水量にほとんど変化がない。砂質土と

粘質土の混合土は粒径分布，容水量は両者の中間値を

示すが，pHは粘質土とほぼ同じである。これは粘質

土の緩衝能力によると考えられる。

2　苗の生育

48年は第5表に示したように無肥料区は施肥区に比

較し．草丈．葉齢で劣るが，棍長は長い。

未耕地土壌と耕地土壌の水田土では苗の生育に大き

な差がない。これは育苗期間が約20日間で，葉齢から

推測されるように，胚乳養分に依存する生育期間であ

るため，培地の物理性による影響は無肥料下では小さ

第5表　苗の生育一48

いものと考えられる。施肥区の未耕地培地間では天明

土5と4は草丈，葉齢，根長．茎葉乾物垂がまさった。

49年は第4表のとおりで，砂質土は水田土に比較し

て苗立歩合，草丈，茎葉乾物，充実度は小さいが，板

長は長かった。粘質土は水田土より苗立歩合は高いが，

茎葉乾物重，充実度は小さい。火山灰土は水田土より

苗立歩乱　草丈，葉齢，根長，枚数，乾物重とすべて

の形質が劣った。

これら5土壌に水田土を混入した場合の百の生育は

第4表に示すように，砂質土では苗立歩合．草丈，充

実度が混入割合が高くなるにつれて大きくなる。これ

は土壌の粒径分布が小粒径分布から大粒径分布にかわ

り，容水量，およびpHが高まったためと考えられる。

粘質土では板長，茎葉乾物重，充実度が増大した。聯

質土と砂質土の混合土は枚数が増加した。これは容水

土　　　 壌

無　 肥　 料　 区 施　　　　　 肥　　　　　 区

草　 丈 葉　 齢 板　 長 草　 丈 菓　 齢 板　 長 1 D D 個 体 乾 物 重 充　 実　 度

（C 勿） （枚 ） （ぐ々 ） （C盈） （枚 ） （C彿） 茎 葉 部 棍　 部
（呼 ／と詔 ）

天 明 土 1 8．9 1．9 R l 1 1．8 2．5 5．8 1．1 1 0．2 5 0．9 4

ク　　　 2 9 5 2．0 7 8 15．1 2．1 5．8 1．4 7 0．5 9 1．12

〃　　　 5 9 1 2．0 9 0 1 5．1 2．5 6．0 1．5 1 0．4 5 1．0 0

〃　　　 4 鼠 0 2．0 鼠 1 14．2 2．4 8．5 1．5 0 0．5 8 1．0 8

成　 田　 土 鼠9 2．0 鼠0 15．1 2．2 4，2 1．2 （～ 0．5 4 0．9 6

双　 葉　 土 8．5 2．0 8．7 1 5．5 2．1 5．7 1．4 0 0，4 5 1．0 4

新　 地　 土 R S 2．0 8 ．2 15．9 2．2 4．2 1．5 8 0．4 1 0．9 9

水　 田　 土 8．5 2．0 8 ．1 1 4．5 2．5 5．8 1．5 0 0．4 8 1．0 5

第4表　苗の生育－49

土　　　　　　　　　 壌 苗 立

歩 合
草　 丈 葉　 齢 板　 長 板　 数

1 0 0 個 体 乾 物 重

充 実 度

砂 質 土 粘 賀 土
火　 山

水 田 土
人　 工

茎 葉 部 根　 部
灰　 土 培　 土 （痴 ） 叶虜） （枚 ） （C詔） （本 ）

（〃汐／と吻

10 0

2 5

7 7 5 9 7 1．8 5．5 d．4 6．8 5 0 ．5 5 0．8 6

7 5 9 5 ．5 1 0．7 1．8 5．5 8．4 0．9 5 0 ．4 9 0．8 7

5 0 5 0 9 7 2 1 1．7 1．8 4．5 7 2 1．0 5 0．5 8 0．9 0

1 0 0

2 5

9 5 ．8 1 1．6 1．7 4．1 8．4 0．9 5 0．5 1 0．8 2

7 5 9 5 ．6 1 2 ．7 1．8 4 ．4 5．1 1．0 5 0．2 8 0．8 5

5 0 5 0 8 2 ．5 1 1．8 1．8 5．0 8．0 1．0 2 0．2 8 0．8 8

5 0 5 0 9 占．4 1 2 ．4 1，8 4 ．9 8 ．0 1．0 5 0．4 5 0．8 5

1 0 0

5 8

8 5 ．9 1 0 ．4 1．8 4．1 8．5 0．8（5 0．1 2 0 ，8 1

5 0 9 1．0 1 0 ．5 1．6 4．7 8．5 0．9 6 0．2 2 0 ．9 5

1 0 0 8 鼠5 1 1．4 1．8 4．9 8．7 1．0 4 0．5 9 0 ．9 1

A 9 ス9 1 1．9 1．8 5．5 7 0 1．0 8 0．2 8 0 ．8 9

B 9 エ 7 1 5 ．0 1．9 5．8
1 7 1

1．0 5 0．1 8 0 ．7 9
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量の低下によるものと考えられる○火山灰土は水田土

を混入すると苗立歩合，根長，茎葉および根の乾物重，

充実度が増加した○これは粒径分布が大粒径分布にか

わり，容水量が低下したためと考えられる。しかし水

田土を50痴混入しても砂質土や粘質土より苗の生育の

良化は認められない0　したがって火山灰土は培地土壌

としては不適と考えられる。

5　土壌の理学性と苗の生育

土壌の粒径分布，とくに1m以下の粒径分布率と苗

立歩合の関係は第1図に示すように，粒径分布率が高

くなると苗立歩合は低下する。機械柏では均一に揃っ

た苗が必要であるため，苗立歩合を90喀以上確保しよ

うとすれば．1m以下の粒径分布率を70努以下にする

必要があると考えられる。

粒径分布率と茎葉乾物重の関係は第2回に示した。

40　　50　　60　　70　　80　　90　　％

粒径1mm以下の分布率

第1図　粒径1上皿以下の分布率と苗立歩合

茎

葉

乾

物

量

1．0

40　　50　　60　　70　　80　　90　％

粒径1mm以下の分布率

第2図　粒径1抽以下の分布率と茎葉乾物重

これによると負の相関が認められ，1m以下の分布率

が低下するほど茎葉乾物重は重くなる。

pHと苗の生育についてみると，充実度との関係は第

5図に示すように相関が認められる。草丈との関係は

第4回に示すように従来から指摘されているようにpH

5．0前後で長かった。

篭

充0・9

実

度

0．8

4．0 5．0

pH

第5図　pHと充実度

3．5　　4．0　　4．5　　5．0　　5．5

pH

第4図　pI王と草丈

4　　ま　　　と　　　め

土壌の粒径分布率は1m以下の分布率が70帝以下で

あれば苗立歩合が90喀以上確保でき．また1都筑以下の

分布率と茎葉乾物垂は負の相関があり，有意差が認め

られた。

pHは施肥培地5．0前後で草丈が長く，充実度も大きい。


